
　 甲府に 帰っ て 事務所を 開設し た の は 、 こ れ ま で 学ん だ 事柄を 、

基本姿勢に な っ て い ま す 。
　 事務所開設後、 35 年、 そ の 想い は 今も 変わ ら ず 、 イ ズ の 大切な
美し い 建築を つ く り た い と の 想い か ら で し た 。
に あ る 建築家と し て 、 ま ち づ く り や 、 皆が 望ん で い る 使い や す く 、
ふ る さ と 山梨の た め に 生か し た い 、 人々の 身近に い て 、 市⺠と 共
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建 築 物 の 保 存 問 題 全 般

 

 
　 昭和20年7月6日の 甲府大空襲に よ り 市街の 建物の 大半が 焼失
し た 中で 、 甲府法人会館や 山梨県庁舎旧館な ど と 共に 甲府市内
に 残っ た 数少な い 歴史的建造物の ひ と つ で す 。
　 赤レ ン ガ 棟は 第49歩兵連隊の 糧秣庫（食糧備蓄倉庫）と し て
明治41年（1908年）頃建設さ れ ま し た 。 こ の 建物は 尺割に よ り
造ら れ た 煉瓦造で 、 間口5間・ 奥⾏20間・ 面積100坪、 平屋の 建
築で す 。 明治期洋風建築と し て 山梨県に 残る 数棟の 煉瓦造建築
の 中の 最大規模の 建築で す 。
　 特徴は ア ー チ 式の 入口・ 窓、 キ ン グ ポ ス ト ト ラ ス 構造の 日本
瓦葺き 切妻屋根、 外壁は 当時と し て は 珍し い 「 オ ラ ン ダ 積」 の
組積構造で 、 甲州煉瓦製造の 赤レ ン ガ で す 。
　 山梨大学附属中学校の 施設と し て 利用さ れ て い た が ⽼朽化が
進み 、 平成10年大雪の た め 建物の 一部が 破損さ れ た の を 契機に
保存の 機運が 高ま り 、 耐震工事と 復元改修を ⾏い ま し た 。
　 文化庁指定の 「 登録有形文化財」 で す 。地域の 特産、 ⺠芸品等の 展示

学術的資料(水晶、 人工宝石、 ワ イ ン )
歴史的建物の 由来
■ 出 会 い と 展 示 の 空 間

⻄ 側 ⽴ 面 図 南 側 ⽴ 面 図

 

 ◆ 施 設 の ⽼ 朽 化
　 構 造 的 体 ⼒ の 劣 化
　 屋 根 材 (瓦 葺 き )の 落 下
　 内 部 空 間 の 非 効 率 性
◆ 歴 史 的 姿 を 残 す

 ■ 実 習 、 ふ れ あ い 空 間
①学芸員「 博物館実習」 の 実施施設
②博物館教育の 実践の 場
③卒業演奏会、 展覧会、 書道展、 演劇上映
④付属学校の 児童・ 生徒と の 相互交流、
　 高齢者と の 地域交流の 場
⑤講演会、 コ ン サ ー ト な ど 地域住⺠に 開放
　 す る 生涯学習施設

貴重が 学術資料の 保管
展示、 イ ベ ン ト 用備品の 収納

管理・ 運営の 為の 事務室
■ 管 理 収 納 ・ ス ペ ー ス

　 生 涯 楽 手 へ の 対 応

◆ 教 育 実 習 と 世 代 を 超 え た
　 　 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 拠 点

　 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 社 会 の 連 携
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エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル コ ミ ュ ニ テ ィ ホ ー ル 収納庫

タ イ ム ガ ー デ ン

屋外展示や 野外研修の 場と し て も 活用
時の 流れ を 感じ な が ら 歩く 空間

■ 時 を 感 じ る 散 歩 道

 

現在・ 過去・ 未来　 建物の 経た 歴史と 未来、


